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【足立区地域自立支援協議会はたらく部会】会議概要 

会 議 名 令和年元年度 第２回 【足立区地域自立支援協議会はたらく部会】 

事 務 局   福祉部 障がい福祉センター 

開催年月日 令和元年９月４日（水） 

開 催 時 間 午後３時００分 ～ 午後５時００分 

開 催 場 所 障がい福祉センター 研修室２ 

出 席 者 
橋本部会長、酒井委員、金泉委員、岡本委員、山口委員、松村委員、 

木村委員、朝倉委員、杉岡委員、髙橋委員、江連委員 

欠 席 者 川俣委員、 

会 議 次 第 
１ 開  会 

障がい福祉センター所長挨拶 

 

議  事 

（１）部会長挨拶 

（２）協議 

① 課題検討「余暇の過ごし方について」 

② その他・事務連絡 

 

３ 事務連絡 

（１）今後の開催日程について  

第３回 １０月８日（火） 

第４回 １１月２１日（木） 

※ 時 間 ：午後３時～５時 場所：障がい福祉センター 

（２）その他 

資 料 

資料１ 次第 

資料２ 席次 

資料３ 気まぐれ八百屋だんだん子ども食堂（委員提供資料） 

資料４ ９月４日はたらく部会共有アンケート 

 

そ の 他 
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（協議経過） 

〇橋本部会長 みなさん、こんにちは。部

会長の橋本です。このはたらく部会は今年

度２回目ということで、テーマは、前回

は、企業支援、よい就労、企業の好事例を

それぞれの立場から共有しまして、今回

は、余暇の過ごし方についての内容を取り

上げますが、その背景としましては、去

年、情報共有する中で、企業側の理解です

とか、私たちがどのように企業とコミュニ

ケーション、対話すればよいかということ

がテーマとしてあって、まずは、企業さん

の取り組みでよい事例を共有していって、

それをどのように広げていけばよいかとい

う切り口から話が広がっていって、企業表

彰ですとか、時代の流れも、企業表彰の機

運があがってきている背景もあり、そのあ

たりを前回共有させていただきました。 

今回は、余暇の過ごし方についてなので

すけれど、これについては、障がいのある

方が就労した後に、私たち就労支援者は、

狭義での就労支援としては、企業への橋渡

しですとか、就職までのサポートとか、定

着支援がありますけれども、地域ではたら

き続けることを支えていくことが、はたら

く部会の大きなテーマであるとの共通認識

ではあります。はたらき続けることを支え

るためには、障がいあるなしにかかわら

ず、はたらき続けるための生活面や、はた

らき続けていくためには、余暇の充実とい

う要素が必要になってきますので、障がい

のある方のそれぞれの特性に応じた余暇の

困りごとについて去年、話が出てきました

ので、今年は、余暇の過ごし方についての

課題をみなさんで検討していければという

ところで、情報発信させていただきまし

た。エクセルのシートにはそれぞれの立場

から余暇の情報を明らかにしていただいて

います。添付資料にありますエクセル資料

に沿って、それぞれの考え方、内容につい

て細かく説明していただいて、持っている

情報を皆さんに共有させていただく時間と

したいと思います。 

その上で、今後の流れとしましては、第

３回目が１０月にありますので、このとき

には第１回、第２回の情報の中で集約でき

たものについてポイントを踏まえまして、

情報整理して第４回につなげていく流れと

思っています。ここまでの流れで、質問等

はありますでしょうか。 

（質問なし） 

〇橋本部会長 それでは、エクセルシート

をご覧ください。こちらは事前のアンケー

トについて回答があったものを掲載させて

いただいています。それぞれのものを見な

がら進められれば、と思います。 

まず、最初に、私の方から説明させてい

ただきたい情報があります。北区のヴイの

「ながや」の取り組み、ご存じの方、行か

れたことがある方、いますでしょうか。 

〇事務局 就労支援のネットワーク会にて

見学会を開催しました。 

〇橋本部会長 十条の店舗を改装してレス

トランがあって、２階でセミナーができる

ようになっているようです。 

〇事務局 そちらの十条は、「まちなか」

の方ですね。「ながや」は都営住宅の中

で、高齢化率の高い団地、桐ヶ丘団地の中

の一画です。高齢の方の国の事業のモデル

として、地域の高齢者の支援の方と、ヴイ

さんとが一緒になって、地域の社協さん、

包括さんや、高齢の法人とで、どんな社会

資源が必要か検討した中で、やはり高齢者

が集える場所が必要だ、となって、それを

団地の一画に作った。そして、そういうと

ころに障がいのある方がどういう風にコミ
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ットできるか考えたときに、就労継続Ｂ型

のレストランを作って、サロンとして使っ

てもらうようになったそうです。となり

の、そば屋さんの改装のところには、こあ

がり、舞台があって、発表会ができる場所

もありました。地域のたまり場を、就労継

続 B型が運営している事例と思います。 

〇橋本部会長 ありがとうございます。 

〇事務局 昨年のはたらく部会での配布資

料の中で取り上げています。 

〇橋本部会長 全国で展開しているコミュ

ニティカフェの取り組み事例で聞いた話な

のですが、メール等でも資料を見させてい

ただき、コミュニティカフェでの事例発表

会のイベントにも参加させてもらっていま

す。地域での町おこしだったりとか、人が

まとまれるコミュニティーの場所であった

りとか、いろいろ目的があるけれども、そ

こは、障がい、高齢の方も関係なく集まっ

て地域の中で拠点を作っていくという共通

点があります。はたらく部会の中でも共通

テーマになるのかなあと。かなり広がって

いるものとして、コミュニティカフェとい

う取り組みを感じています。おしゃれなと

ころや本格的な料理を出しているところも

ありました。 

次にウェルズのフォローアップの会は、

私たちの事業所の取り組みですけれども、

３か月に１回レストランを借り切って、食

事会をしているのですけれども、毎回３０

から４０人の就労した障がいのある方が集

まって食べて、飲んで、話してしています

ね。最初は知的障がいの方と、精神障がい

の方と混じってやっていたのですけれど

も、精神の方は自分のことを話したい希望

が多くて、今年度から知的が集まる会、精

神が集まる会を、わけて開催しています。

やはり同じ悩みを共有でき、ピアサポート

的なかかわりが、自然発生的にできあがっ

てきたので、分けてやったほうが、リラッ

クスできてきたので、余暇としては充実し

ていくようになりました。定期的にうちの

法人としては開催しています。 

次に、今年の３月から高齢者施設の方と

障がい者施設の私たちとで、地域のどんな

ニーズがあるかっていうことを確認するた

めの勉強会を自主的にしておりまして、う

ちの事業所に集まって、開催日、内容は書

いてありますが、高齢分野での今の困りご

と、障がいの困りごとを共有しまして、今

は、特に制度の勉強をしています。地域リ

ハビリテーションですとか、共生サービ

ス、地域拠点の話をしています。 

高齢者では健康維持が大切ですし、障が

いのある方にとっても健康維持するための

拠点づくりが大切ですし、そこにＰＴ、Ｏ

Ｔ等の専門家が入っていくことも大切です

し、地域単位での拠点レベルのものができ

て、徐々に、いろんな専門家が自然な形で

入って多職種連携していければ、と思いま

す。月１回やっていまして、どなたでも参

加できますので、興味があればご連絡いた

だければ日程などお知らせしますので、是

非、いらしていただければと思います。以

上ですが。質問はありますか。 

〇江連委員 包括の参加はありますか。 

〇橋本部会長 包括はまだ。特養の方を中

心に来てもらっています。特養の話では、

人材確保については課題になっていて、ど

ういう人材を集めていくかは課題になって

いますし、共生型サービスについても長い

視点では興味があって、障がいとの連携も

視野に入れている、との話になっていま

す。 

他いかがでしょうか。こんな流れですす

めていければと思います。木村委員お願い
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します。 

〇木村委員 はたらく上で、余暇活動の大

切さを感じています。ご本人が話す場が欲

しいとのご意見もありますので、そういう

ところは作ってほしいと思います。 

〇橋本部会長 話す場所を作っている、取

り組みはありますか。 

広島の事例で、研究報告で、特別支援学

校の先生さんが中心になって作った就労支

援協会があって、卒業した生徒さんが、後

輩の学生に自分の仕事を話すという取り組

みをされています。話すことでキャリアを

あげていく、学生さんは、はたらくイメー

ジをあげていくという仕組みを、特別支援

学校とか労働系の機関が連携しながらやっ

ているという事例だったので、アウトプッ

トする機会は余暇活動としても重要なのか

なと、この研究報告をみて思いました。サ

ロンづくりの機能として必要と思います。

学生さんの仕組みは、また先生にもお伺い

できればと思います。ありがとうございま

す。金泉委員お願いします。 

〇金泉委員 東京都障がい者スポーツセン

ターでは、コスモススイミングクラブに月

７回不定期ですが通っています。どうして

もコースがとれないときや、大会前の練習

では、夢の島に行きます。やはり自閉の方

が多いですけれども、楽しく通っていま

す。少しずつひとりで通えるように練習し

て、今は、千葉の国際水泳場でも全部ひと

りで通えるようになっています。 

 日曜教室は、うちの長男は卒業してすぐ

に１年程通いましたが、希望のスポーツグ

ループに入れず、１年でやめたので詳しく

はわからないのですけれど、グランファミ

リア、親の会の副会長から活動を聞いたの

で書かせていただきました。詳しくはわか

らないので、以上です。 

〇橋本部会長 質問とかありますでしょう

か。プールが好きな人が多いですよね。 

〇金泉委員 自閉の方が本当に多いです

ね。うちは違いますが、たまたま好きで

す。クラスもいろいろあって、泳ぎをマス

ターしたい方もいれば、泳ぐというよりつ

かっていたいという方もいる、いろんなグ

ループがありますね。 

江連委員 千住や綾瀬のプールに行くと、

お母さんが連れて来られて入られているの

はよくみかけます。浮いて気持ちよいので

しょうね。うちは療育でプール水泳の指導

の先生も来ますが、水好きな方が多いです

ね。障がい者スポーツセンターについて

は、障がい者計画にも登録数が目標にあっ

て、また、オリンピックの開催に向けて、

障がいスポーツの普及啓発にも動いていき

たいです。 

〇橋本部会長 ありがとうございます。葛

飾ろの杉岡委員いかがでしょうか。 

〇杉岡委員 うちの学校の生徒ですと、や

はり卒業した後、学校に来て集まって話す

とか、聴覚障がいがありますので、特別な

場を設けるよりも、勝手に集まっているイ

メージです。文化祭、学校の大会のときに

集まって来るのですけれど、大会や文化祭

そっちのけで、卒業生どうし話している。

そいう状況もあるのですが、コミュニケー

ションの点でも、気兼ねなく話せる仲間は

学校の仲間くらいしかいないので、会社に

いっても、どうしてもコミュニケーション

で苦労しているようです。 

 聴覚障がいについては、それぞれのコミ

ュニティーがあり、それぞれ学生のものと

か、スポーツに関しても聴覚障がいの団体

に入っている者もいます。が正直、心配な

のは、そういうのに、入っていけない卒業

生が心配で、十分ニーズをつかめないと感
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じます。 

 今日、生徒と話していて感じたのが、

「自分たちはどこにでも行ける」と思って

いるし、学校では「聞こえ以外は障がいが

ない」との環境で育てていますが、社会に

出るとバリアが出るとの話もあります。例

えば、遊園地に行くと、「聞こえない人は

ご遠慮ください」と、実際には聴力的に音

もわかるのですが、聴覚障がいがあると一

律に言われてしまう場面もあり、多少は聞

こえても全く聞こえないと思われてしま

う、と生徒からそういう話があり、はっと

させられました。 

 東京都障がい者スポーツセンターですけ

れども、やはりスポーツ、部活動を中高や

ってきた人たちは、聴覚障がいのクラブで

続けている人もいる。ちょっと課題になっ

ているのが、スポーツを頑張りすぎて休み

明け仕事に行けないというケースが、今年

度２件程ありました。やはり聴覚障がいコ

ミュニティーの中は居心地がよいのですよ

ね。手話で話ができて、会社よりも居心地

がよいので、バランスをとるのが難しい、

そういうことがあるので、もうちょっと前

に相談してほしかったかなと感じていま

す。 

〇山口委員 城南地域センターの山口で

す。グループホームの利用者さんでもフッ

トサルをやっている方が結構多く、大きな

大会の後は、燃え尽きから、からだの疲れ

があります。我々の配慮できることとして

は、有給休暇を月火に先手をうって取るよ

うにします。あとは、週末土日休みの方が

多くて、両方からだを動かす活動はちょっ

と控えましょうね、と。対策をとらない

と、月曜日に「仕事に行かない」となって

しまい、世話人さんが困ってしまう事例も

よくはありますね。いい側面と反動の側面

について、支援者は、両方を想定して対応

しないといけないと思っています。 

〇橋本部会長 休みのすごし方で仕事がう

まくいかなくなることは多いですね。 

〇杉岡委員 聴覚障がい者に関しては、生

活支援については、あまり支援がつかない

ので。親御さんがいるうちはよいのですけ

れど、正直自分でやっていかなくてはいけ

ない、となったときの調整はグループホー

ムさんよりも難しい面があります。 

〇橋本部会長 朝倉委員お願いします。 

〇朝倉委員 ２枚目の９番、１０番を報告

させていただきます。学校の取り組みとし

ては、レッツエンジョイという普通科の余

暇活動ですけれど、土日、年間４回実施し

ています。例年５０名前後の卒業生が参加

をして、スポーツ、ダンス、歌、近況報告

をしたり、工作活動をしたり、ずっと本校

で取り組んでいますけれども楽しい催しの

一つです。 

 職能開発科の方も、今までは、ボランテ

ィア養成講座をやってきましたが、だんだ

んニーズが、変わってきまして、卒業生を

直に対象とした、自分の仕事の様子を共有

し合う、来年度からは卒業生向けの本人講

座、普通科のレクリエーション的なものよ

りも、講座的な形のものを作ろうと、今、

計画しているところです。 

 スポーツクラブは、あらゆる種目で、区

がやっていたり、特別支援学校の教員が中

心にやっていたり、中学校の教員がやって

いたり、本当にいろいろな種類がありま

す。 

 課題と感じているのは、杉岡委員もおっ

しゃっていましたけれども、レッツエンジ

ョイも、毎年、卒業生がいても、毎年の 

５０人については、新しい人が入ると前か

らの人はいろんな事情で、毎年申し込まな
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くなって、急激に増えることがない。卒業

生の２割、１割強位の方が、来て参加して

楽しむのですが、残りの方たちはどういう

余暇活動をしているのかと考えると、こう

いったスポーツや活動をしているグルー

プ、卒業生の割合は多くはない。活動その

ものは、活発で、全国大会に出るなど、実

績が上がっていますし、頑張っている印象

を持つのですが、割合としてはそんなに多

くはない。余暇活動の取り組みは、どんど

ん増えても、実際どれくらいの方が利用す

るのかな、ということが、課題としてある

と私は思います。 

地域のクラブに参加している方も、小さ

な頃から保護者の方が、うちの子はサッカ

ーやりたいと言って、あそこにいいのがあ

るよと申し込む、そういう方は、どんどん

自分でやっていけるのですが、「何をやっ

てよいかわからない」という方の方が、実

は割合として多い気がします。 

この春、卒業して就労した卒業生につい

て、会社からやる気がないとの連絡が来

て、先日、話に行ったのですけれども、聞

いてみても、辞めたいということもないけ

れども、意欲もない。夏休みはどうしてい

たか聞くと、家族と旅行行ったと言う。で

も、その家族の旅行の計画なり、お金を出

すところには本人は参加していない。親御

さんが全部計画して、お金を出して、そこ

でお土産２０００円買っただけ。このよう

に彼の生活を聞いていくと、本人はお金を

ほとんど使っていない。給料が１０万円入

ると、そのまま親御さんが貯金して、本人

は１０万円どうなっているか、わかってい

ない。貯金は確実に増えていきますが。 

すぐに、家族と話をして、まず、お金の

使い方を考えていきましょう、となりまし

た。１０万円のその中で、本人の楽しめる

お金を準備して、「何やっていいかわから

ない」と言うのですが、「最近は野球に興

味を持っている」というので、まず父さん

に東京ドームの野球に連れて行ってもら

い、楽しみを覚えてもらって、そのお金を

出していくようにしましょう、としていき

ました。そうでないと、彼にとっては、何

のために働いているかわからなくなっちゃ

う。割合としてはそういう方が多いのでは

ないかと思います。 

こういう風にグループでの参加がなくて

も、鉄道が好きな方等は、良いはたらき方

ができている。わかりやすい例ですけれ

ど、今までは、ここまでだったけど、今度

働いてもっとお金使って、もっと遠くと

か、新しい線ができたから、そこに行こう

とか、目標が明確で、そのために頑張るっ

ていう、とてもよいサイクルでできてい

る。特別な催しでなくても、どのようなサ

イクルを日常に作っていくか、どう仕事と

絡めていくかが大切で、楽しんでそれが仕

事と結びついていくことが、はたらきがい

になるのではないかと思います。 

〇橋本部会長 具体的な事例や、同じよう

な意見がありますか。 

〇山口委員 余暇は外に出るだけでなく、

個別、個別でよいと感じています。土日一

歩も外に出ない利用者さんいますけれど、

ＤＶＤでのドラマを見て、楽しみに過ごす

ことも、その方に合った余暇なのですよ

ね。いろいろな提案をしていきますけど、

無理強いせずに、個別特性に応じた余暇支

援を、私たちは、考えなくてはいけないか

なと思います。 

 全くない方へのアプローチは、難しいと

感じています。水族館、映画行きましょう

と言っても、「いいです、いいです」「興

味がないです」、「生活リズムを崩したく
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ないです」、という方もいます。 

〇橋本部会長 生活サイクルをどうする

か、しごとと余暇のバランス、サイクルと

いうのも重要なキーワードと思います。Ｄ

ＶＤの好きな方が、定着支援に来られてい

ますけれども、金曜日の夜中、必ずテレビ

ドラマがみたいという場合、グループホー

ムのルールで、その時間はいけませんとな

ると、これまでのご本人が大切にしていた

リズムや、優先順位の中では困ってしまい

ます。家族の要望もあります。仕組みがあ

っても、ピンポイントでの調整や、本人に

合っているところへのアプローチですと

か、深いところへの支援力が、余暇の分野

では、必要になってくるなあと感じます。 

〇髙橋委員 ４月に社会福祉協議会保護雇

用担当課に着任しました。どうぞよろしく

お願い致します。私の方から、いくつか挙

げさせていただいているのですけれども、

社会福祉協議会の地域福祉課というサロン

や居場所を管轄している部署がございまし

て、その職員から口頭で聞いて来たものを

のせました。関心のあるものは、お声かけ

いただければ、詳細をお調べして、お伝え

できればなあと思っています。 

 余暇の過ごし方というところであります

けれども、保護雇用担当課では現在２６名

の知的障がいの方を直接雇用しています。

愛の手帳３度の方が１６名、４度の方が 

１０名となっていますけれども、何人かの

職員さんに、余暇の過ごし方について聞い

てみました。全般的に多いのは、親族、家

族と一緒に過ごす、外出する、そこで自分

の好きなものを買う方が、一番多いように

思います。逆に在職平均１８年で平均４５

歳の年齢で、親御さんも高齢になってい

て、ひとりでの外出が増えている実態もあ

ります。ひとりでひたすら都バスに乗っ

て、お金をかけずに遠くまで行って、自分

のお好きなお蕎麦を食べに行くとか、それ

から、本当にご自宅のまわりだけで、とに

かく一番楽しみなのが、朝５時半にコンビ

ニに行ってスポーツ新聞で、前日の野球の

記事を読むこと、という方もいて、いろん

な楽しみ方があるようです。ただ、平均年

齢４５歳で、月曜日から金曜日までフルで

仕事すると、土日に外に出る気にならない

方も出てきて、自宅でテレビ等を見て過ご

す方もだいぶ多くなっています。 

 反省点としては、社会福祉協議会の同じ

組織の中で、サロンや居場所づくりを管轄

しているところがありますので、もっと連

携して、情報提供とか積極的に関わってい

けたらなあと感じています。 

〇橋本部会長 何かご質問とかありますで

しょうか。資料にサッカーチームあります

が、やはりスポーツが多いですかね。 

〇髙橋委員 ３０代の女性の方、スポーツ

クラブにずっと長い間通っていて、５月位

に水泳大会に参加して来た、パラリンピッ

クとは別の枠だそうですが、そこで金メダ

ルとって、自分の自信になったという話も

ありました。それぞれいろんな活動されて

いるなと感じます。 

〇橋本部会長 いろんな存じ上げない活動

の情報もあったので、あらためて相談があ

ったときに、こんな選択肢がありますよ、

と示せればよいなと思いました。そのあた

りも情報共有していきましょう。松村委員

お願いします。 

〇松村委員 皆様の意見を聞かせていただ

いて、地域活動支援センターⅠ型をやって

いて、プログラムがあり、調理、ヨガ、ス

ポーツなどが余暇の一つとしてあります。

ただ、所属をこえた形で、地域で集まるサ

ロンというようなところは他区にないかな
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あと調べ、江戸川等にも聞いてみましたけ

れど、結果、ありませんでした。 

 余暇ということで、どこに焦点あてたら

よいか考えていまして、地活のふれんどり

いのプログラムにも余暇活動の要素はあり

ますが、はたらいている障がい持つ方が参

加されているかと言うと少ない。圧倒的に

地活のみを利用されている方が多いです。

はたらいている方にこの間、何人かに定着

支援で伺っているとき「余暇って何してい

ます」と聞いたら、「家で寝ています」

と。杉岡委員からも、「まわりに理解され

ていない」、「まわりからバリアを感じて

いる」という話があったと思うのですけれ

ども、精神の方も、それが大きくて、自分

の状況を理解している人がまわりにいるか

どうかが、受け入れられる、気持ちのゆと

りや、安心感につながるのですよね。余暇

は自発的なものですので。 

 よく医師が、「障がいを持った方がはた

らくのは兼業と一緒で、障がいを持ってさ

らに仕事を持つ、というのは、兼業の方が

仕事の後に仕事をするダブルワークをする

位のものだ」と話されていました。兼業の

ようなものということを、甘えとかでな

く、会社の方にも、理解していただく。

我々の中でも、理解し合えているか難しい

ところで、まず、そういったことを共感し

てもらえる方がいるかどうかが、大きいと

思います。自発的に余暇を楽しめる方にも

段階があって、まずは、会社になれる、会

社の中での問題がある程度が解決できる、

そこで会社の中で自分が理解される、無理

のないはたらき方ができるようになる。し

ばらくして、その次にようやく余暇に目が

向く。そうした段階に応じて、サロンがあ

ると非常によいのではと思います。 

毎年ＯＧ、ＯＢにきていだいて、話を聞

くのですけど「恩返しで、話をします」と

しっかり、話してくださいます。アウトプ

ット、話をすることが、すごくだいじ。話

をしていることを、自分で聞いて、それで

自分も整理ができますし、人との共感で、

結果的には、自分自身にも自覚ができる場

にもなるかなあと思います。お互いを自覚

できる場が、もし、サロンにそういうもの

があれば、そこからさらにプログラムだと

か、次のスポーツ、カルチャーへちょっと

行ってみようかなあと、その力を生み出せ

る場になる気がします。 

〇橋本部会長 いかがでしょうか。余暇は

リラックスというイメージもありますが、

エネルギーがいるという視点も必要です

ね。余暇にいかない段階のケアも必要で

す。 

〇松村委員 職場の部分が解消できない

と、 カラオケをしても、そのドアを開け

たら現実が待っている、余暇が余暇になら

ない、ストレスになることもあります。私

たちと一緒です。はたらきはじめのとき

は、ちょっと愚痴が言える場が、はたらく

障がい持たれた方には、だいじな場所なの

だろうなと思います。 

〇橋本部会長 ありがとうございます。つ

づきまして岡本委員お願いします。 

〇岡本委員 余暇の過ごし方を、あだちの

里で、はたらくという分野で考えると、Ａ

型が３か所あり全体で３０人雇っていま

す。他には、定着支援の関わりと、あと

は、古くからで言うと、知的デイサービス

という形で、２０年、就労がらみの関わり

をしている人たちがいます。 

就労Ａ型の担当者に、余暇の過ごし方に

ついてヒアリング、聞いてきましたが、そ

れぞれそれなりに過ごしているという現状

があるようです。最低賃金で月１０万円入
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ると、それをまるまる、人によっては、こ

づかいに全部つかっている人もいて、結

構、お金のまわりがよい感じは認識してい

ます。組織立って、お金の使い方とか、Ａ

型の中で、自立講座での学習もしています

が、実際にＡ型の人に余暇活動を組織的に

支援する形はとってはいません。自主的な

いろいろなかたちで、ひとりでいたり、親

御さんと過ごしたり、Ａ型の場合だと定着

の対象でないので、Ａ型の事業の中で支援

していく形です。 

就労定着自体は事業的には１年経ってい

ないのですが、月１回集まって、前半は講

座、後半は余暇活動的な活動もやっていま

す。ダンスであったり、カラオケであった

り。月１回ということで、コミュニケーシ

ョン、話す場、だべり場、そういうものを

求めているということを聞きました。そう

は言っても、自分で情報をとって自分で行

動できる人は、知的障がいの特性では軽度

の人なので、支援が必要な人とそうでない

人の差は、余暇の部分でより出て来るとい

うことも感じます。 

はたらいている人の場合、平日が休みの

はたらき方の人もいて、いずれデイサービ

スを平日に利用して休日に勤務という、デ

イサービスの利用の仕方も、そういうのも

あるかとは思いますが。余暇支援としての

使われ方も、いろいろな社会資源として考

えていければと思います。 

Ａ型の人の土日の余暇活動では、移動支

援も使っている人もいるし、さほど使わな

い人もいます。人によっては足りないとい

う方もいますが、それなりに間に合ってい

るのか、間に合わせているのかわからない

が不満は多くは聞きません。お金の部分で

は、愛の手帳の４度の手当の部分も、足立

区も支給されましたが、それの効き目がど

れほどあるかはわからないけれども、お金

の使い方、余暇に関わってくるのではと思

います。 

〇橋本部会長 月に１回、定着支援で来て

もらって、ダンスとかもされているのです

ね。就労定着事業としてですか。 

〇岡本委員 事業として、午前中はグルー

プワークやって、自立講座「はたらくこ

と」をやって、午後はレク、余暇を、１日

でやっています。 

〇橋本委員 自主グループが自然発生的に

できてきているお話もありましたが活動の

種類は。 

〇岡本委員 ３人組みたいな感じて、話が

合う人で、みんなでディズニーランドに行

く等、それなりに活発になっているようで

す。それはそれでリスクもありますが、稼

いで、使い方を覚える経験でもあるし、そ

ういう人もいます。人によっては、お休み

の日に、昼からお酒をのみはじめちゃうグ

ループホームの事例もあり、そういう方も

います。 

〇橋本部会長 ありがとうございます。酒

井委員お願いします。 

〇酒井委員 私共の法人から就職された方

は、趣味を持っている方が多いですね。ま

た、同年代との友人関係を、就職してから

も連絡取り合う等、維持している人が比較

的に多いです。趣味は多岐にわたって、ゲ

ーム、釣りだとか、旅行に行く方だとか、

パラスポーツのチーム・団体を作って参加

している方も比較的多くいます。就職され

ている方の集まりは年１回やっていますけ

れど、毎年、毎年、参加する数、少なくな

っているので、また新たな取り組みを考え

なくてはいけないかなと思っているところ

です。来る方は普段の様子がわかるのです

けど、来ない方は把握できません。生活が
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みだれていたり、酒浸たりだったりしま

す。どちらかというと、今日のテーマとず

れますが、余暇活動の充実というより、生

活面の課題が多く見受けられるのです。就

職してからのお金の遣い方も、給料をその

まま使っちゃう方もいらっしゃいますし。

最近、ひとり親家庭の方も増えていて、働

いたことで、生活時間がずれて、食生活が

かわって、外食が多くなって、お弁当が多

くなって、食生活がみだれてしまうことも

ありました。また、以前は病院に一緒に行

くことができていたが、生活時間がずれ

て、病院に親御さんついていけないという

事例も散見されました。余暇については充

実している方は多いのですが、生活面の課

題が顕著に出て来るケースが増えてきてい

ます。 

〇橋本部会長 ありがとうございます。ア

プローチは食生活、金銭管理についてどの

ようにされていますか。 

〇酒井委員 まずは家庭との情報共有をし

ます。実際に生活時間がずれている方もい

れば、たまたまタイミングが合わない方も

います。仕事のある日の昼食代に３０００

円～４０００円かけているケースもありま

したが、それをお母さんが知らなくて、お

金がなくなっていくことをよくよく調べて

わかったということもありました。会社内

で、昼食を一緒に取る程仲良い方がおら

ず、ひとりで外に出て食べていた、お金に

ついて、ご家庭と話し合って気づけた方も

います。 

〇橋本部会長 勉強会をしていても、健

康、食生活について、高齢でも障がい分野

でもお子さんの部分でも、キーワードにな

ってくると思うのですね。その事例、資料

もいただいていますので、山口委員、説明

をお願いします。 

〇山口委員 子ども食堂のご紹介をしたい

と思います。添付資料を配布させていただ

きました。余談ですが、この食堂を知った

きっかけですが、私は、グループホームの

サービス管理責任者をしていますが、グル

ープホームには４名の方いらして、４名全

員、一般企業や B型、もう休むことなくや

ってきていて、仕事とグループホームの行

き帰りについて安心しているグループホー

ムではありました。ただ、その支援員か

ら、「楽しみってものはないのかな」とい

うことで、「こども食堂を支援員が知って

いるのだけど、行ってみたらどうか」とい

うのがきっかけでした。支援員と障がい者

いっしょに行ったのが、今までにない世界

で、寄席があっただとか、「いろんな人と

話せたよ」と。それがとても楽しくて、い

つも土日に布団の上で寝ている利用者さ

ん、私たちも疲れているのもあるのかな、

とそのまま１年過ごして来たのですが、誘

ってみたら、本人が思いのほか気に入っ

て、話題が増えたという状況です。 

ホームページやインターネットで資料引

用しましたが、居酒屋さんの店舗を利用し

た食堂みたいです。こども食堂は毎週木曜

開催、それ以外の日も毎日何かしらの講

座、英会話、手話サークル、三味線、ほぼ

毎日催し物をやっているようです。お金

も、ワンコインなので、利用者さんへの負

担もそれ程多くないので、引き続き利用者

も行っているようです。 

最初はご挨拶程度に生活支援員が行って

いましたが、私たちの狙いとしても利用者

さんのみで過ごせる場所はやはり必要かな

と。我々支援員が付き添える限界があるの

で、一人で過ごせる場所は必要です。あと

地域で、住んでいる地域で、ほっとでき

る、知り合いができる場というところがだ



p. 11 

 

いじです。支援者だけの支援では足りなく

なる現状があります。近所の方にグループ

ホームを知ってもらうきっかけにもなって

いきますし、何かのとき、有事のときにお

力をかしてくれ、お祭りの参加にもつなが

ると、地域住民との地域交流のきっかけに

もなります。 

１１１名のグループホーム利用者の支援

をしていると、なかなか個別に合わせた余

暇支援は、まだまだできていません。移動

支援を使う方、おひとりで余暇を過ごせる

方もいれば、個室で何もできていない方も

います。取り掛かりとして地域で、ひとり

で過ごせる場所の機会の提供、提案という

ところは引き続きこれからもしていきたい

と考えています。 

〇橋本部会長 ありがとうございます。資

料もご準備くださっていますが、こども食

堂の運営母体としては社会福祉協議会と連

携しながらでしょうか。 

〇山口委員 社協さんとの協力によると資

料に書いてあります。やはり運営にあたっ

ての苦労はあるのかなとも、資料から読み

取れますが。ただ、こういった、こども食

堂の立ち上げをやりたい、との声はあるよ

うです。そういったことについて社協も連

携しながら、紹介ですとか、取り組み方を

発信しているのも、非常によいのかなと思

います。各区でいろんな取り組みがあるで

しょうけれども、地域で、障がいに関わら

ず、子育て世代、子どもさん自身、いろん

な方がまざっている場所、とっても相互に

貴重な経験拡大になるのかなと思います。

利用者さんでもお世話をやいていること

で、自分の役割を感じておられて、グルー

プホームでない意外な一面、子供食堂のお

子さんと接すると、大丈夫と手を差し伸べ

るような面、が見られることがあります。 

〇江連委員 足立区でも、各地でこども食

堂は、民生委員、児童委員がはじめるとこ

ろが多くなっています。現状は、こども、

高齢者がほとんどなので、その中でも地

域、障がいの方も含めた共生社会への取り

組みにどうフィットしていくかがだいじ。

まだ皆さんの中では、高齢、子どもの貧困

の対策というところが主眼ですが、やはり

障がいの方も入り込んで、地域の一員とし

て、障がいの方が役割をもって入り込んで

いくことができるのか、行政でも、施設の

方とも連携しながら、どこかモデル的にで

もちょっと入り込めるところがあればそう

いう狙いをもっていきたいですね。 

〇橋本部会長 運営はボランティアでしょ

うか。 

〇江連委員 ボランティアです。 

〇酒井委員 私たちの法人でも運営してい

ますが、それぞれの運営の特色が出てしま

うかなと思います。児童系の法人であれば

幼児向けですし、私たちのこども食堂では

障がいの方にもオープンにしているのです

が、表だって来るわけではない。児童と高

齢が中心で、積極的に取り組み作らないと

簡単には足が延ばせないとは思いますね。 

〇橋本部会長 ありがとうごさいます。あ

しすとから挙げていただいている内容を説

明お願いします。 

〇江連委員 あしすとの取り組み、区の取

り組み、他職員からの声をお伝えします。 

 No.２３ No.２４ オープンイブニン

グ、４ｔｈプレイスの部分です。雇用支援

室の登録１６００名のうち、就労している

方９００名位の方います。月１回の夜間開

室では、知的障がい中心２０名参加されて

います。その中で情報交換や食事会をして

います。４ｔｈは発達障がいや高次脳機能

障がいを対象に、年間４回、現在１０数名
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の開催です。はたらく中での報告会等もや

っています。 

 No.２５は興本地域学習センターの情報で

す。足立区ではオランダとオリパラに関し

て連携協定を結んで取り組んでいる中での

動きです。足立区を７地区にわけて、町会

の方やスポーツ推進員が入りながら、グル

ープ毎に地域の特色にあわせた、地域活動

を考えたり、また各地域学習センターがあ

りますので、定期的にボッチャやったり、

興本であればヨガ講座を定期開催したり、

しています。障がいの方が、参加しやすい

ような活動をやっていきましょうというも

のです。先日の報告会では、オランダのパ

ラスポーツをやっている方が来られ「動い

てみないとはじまらない、できない理由は

ない、どんどんやっていきましょう」と話

されていて、地域ごとに、これから、パラ

リンピックを契機に気運の醸成をしていき

ます。 

博物館等については、無料、割引利用が

ある中で、障がいの方から利用していると

の声があります、との情報です。 

社会福祉協議会に関しては、こちらで、

かかわっている利用者さんがボランティア

をしたいという事例です。先ほどのオープ

ンイブニングのメンバーからも、ボランテ

ィアしたい地域の中に自分たちが入ってい

きながら役割を持つことを、皆さんが希望

していることもあります。そういった意味

合いでも、区民祭、矯正展、舎人のさくら

祭りに、あしすとも、Ａふらんきの販売で

すとか、障がいのブースを作って啓発活動

をしていますが、そういったところで役割

を持たせられないかとか考えています。ま

た、あいのわさん、あだちの里さん、バザ

ーやイベントの時期ですので、役割をもっ

て参加できることができれば、また新たな

活動につながるのかなという意見もありま

す。 

 No.３０ No.３１ 民間カルチャースク

ールについて、学びナビですとか、区だけ

でなく、民間の部分が活動しやすい領域も

ありますので、公民の特色を捉えて動いて

いく必要があると思っています。 

 No.３２もオリパラの関係ですが、スポー

ツの情報提供について、スポーツサービス

ポイントの拠点づくりの動きがあります。

まだ足立区としても明確ではないのです

が、今後、こういう部分でどういった窓口

を作るのか、どういう情報提供の仕組みを

作るのかという課題と感じています。今

日、共有した中でも、地域サークル等を一

覧にしたものを、支援事業所でも共有して

いただき、利用者さんに提示できるような

ものができるのか、今後、この場でも検討

したいですし、取りまとめていければよい

かと思っています。 

〇橋本部会長 情報提供いただきありがと

うございました。全体としての質問はあり

ますか。 

〇酒井委員 オリパラの情報もそうですけ

れど、スポーツに関する情報が圧倒的に少

ない、ご案内は年数回しかないですし。全

体としてもよくわからないです。特別支援

学校の取り組みはいろいろありますが、卒

業生の方から聞くと、それだけ格差がある

のだなと感じます。 

〇橋本部会長 ボランティア希望の話もあ

りましたが、私たちもよく聞きます。企業

の方にも地域の方、商店の方も希望があり

ますが、まず、就労支援の仕事があること

をはじめて知っていただいて、何かしたい

けれど何ができるかはまだわからないし、

かかわることで不快にさせるのか心配で、

何ができるかわからないという方も多いで
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です。余暇は比較的かかわりやすい領域な

ので、例えば魚屋さんがさかなのはなしを

してくれるとか、つなぐ役割を考えたいと

最近考えています。 

ボランティアと余暇活動取り組んでいる

ところはありますか。あだちの里さんはお

祭のボランティアなどどうですか。 

〇岡本委員 ボランティアさんは、地域の

方や各事業所の方とかあしすと職員とかも

います。 

〇橋本部会長 かかわりたいという人も多

いでしょうか。 

〇岡本委員 お祭ではありますが、日常的

には、とりたててボランティアの掘り起こ

しはしていないです。もっと取り組みをと

第三者評価では言われました。取り組みが

弱いのではと。 

〇橋本部会長 どういった格差があるか、

答えは出ないのですが、企業の方はボラン

ティアをしたい方が多いのですが、なかな

か地域に結びつかない。支援者だけで余暇

にしても地域活動にしても考えずに、地域

全体から、違う視点から考えるのが重要と

思いますけれども。学校と地域のつながり

はいかがでしょうか。 

〇杉岡委員 地域とのかかわりを考える

と、学齢期は放課後デイ、支援者以外、地

域に連れていこうという部分もあるでしょ

うが、親御さんの支援者ともに地域につな

げることもできても、学校卒業後のアフタ

ーケアについては、すぐにグループホーム

に入るとすぐにあるでしょうが、地域支援

は家庭にいる場合は、いったん途切れてい

ないかとの課題があります。家庭によって

ですが。 

 ボランティアのことを考えても、生徒

も、オリパラのボランティアを応募すると

か、役に立ちたいということでやっていま

す。あとは、自分のことを話す、後輩にも

話したいということは、ろう学校の場合

は、黙っていてもチャンスがあり、難聴学

級の出身の場合は、難聴学級の先生から話

にきてよとよばれることもあります。卒業

生も地域の講演に呼ばれることもありま

す。 

 地域生活の支援がいったん切れるような

気がするのが実感です。 

〇橋本部会長 地域生活の支援が、切れ目

のタイミングとしては、１８歳ですとか、

８０歳５０歳とかですが、切れ目をどうし

ていくかは、全体としての課題としてもあ

りますよね。切れ目ない支援について朝倉

委員はいかがでしょうか。 

〇朝倉委員 卒業後に一般就労する方で在

学中放課後デイを使う方は少ないです。放

課後デイをつかう方は、卒業後、福祉就労

が多いかなあと思います。 

はたらくという点では、ずれるかもしれ

ないのですれども、放課後デイに関しての

問題点もありまして、学校が３時半に授業

終わって、放課後デイに行って、親御さん

が仕事終わったとき、放課後デイから帰っ

てきてという形もできますが。卒業後、放

課後デイがなくなると、就労移行ですと４

時まで、生活介護でははやいところでは、

２時までで、３時帰って来る場合もある。

今まであった３時から５時どうするの、と

いうところ。親御さんもいろんな工夫をし

ながらやっているところ。よい知恵は、と

きかれても私共も知恵を出せない。区の人

と相談しながら個別にいろんなサービス使

っている状況。今は、放課後デイにかわる

ものを手当てしていく場合もある。 

本人というより親御さんのはたき方の部

分、通常であると１８歳で親の役割を終え

て第二の人生という時期から、逆に、卒業
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して１７時、１８時まで働けていたのが働

けなくなった、卒業後に親御さんの負担も

増える場合もあるようです。 

〇橋本部会長 地域活動の課題について社

協さんはいかがでしょうか。 

〇髙橋委員 ボランティアに登録する中

で、障がいの方は少ないかとの印象はあり

ます。それほど事例としてはないと感じて

います。 

〇橋本部会長 共通した意見としては、個

別ニーズがちがう、余暇活動を分類化した

ときは、スポーツや学びですとか話せる場

所が意外に多かったですし、本人の話せる

場所の必要性も、機能としてキーワードと

なっていきそうです。遊び方によって、よ

からぬ方にいってしまう、価値、判断によ

ってもという課題も共有されました。 

 私たちとしては、個別ニーズに合わせた

情報提供、選択肢の提供なのかなと感じま

した。酒井氏のおっしゃっていたように、

全体像の把握や情報提供ができない歯がゆ

さをかかえているということが共通点との

印象を持ったのですけれど。拠点を作って

も、まず、今ある社会資源の、インフォー

マル含めた全体像を把握すること、それが

余暇に関しては、ありそうでなかったかな

とも思うので、ワークとしてはそこにつな

げていくのもよいと思いました。今日出た

だけでも知らない情報があったので、マッ

ピングしたものを作って行くとよいと思い

ました。 

〇酒井委員 障がい者のしおりは、制度が

書いてありますが、制度でなくて、余暇・

スポーツ・ボランティアの情報冊子がある

といいなあと思います。 

〇木村委員 参考になるもの、こんな楽し

み方もあるよというものがわかると、自分

もやってみようかなと考えられると思いま

す。 

〇松村委員 就労のセミナーでも、はたら

くことのながれを中心にやっていて、オフ

の部分はストレスコーピングという形で後

方にいきがちです。でも、働いている時間

は限られていて、本当は働いていない時間

も多いので、積極的な方はよいとして、そ

の他の人にも、はたらく中でこんなライン

ナップがありますよとか、はたらく前の段

階から理解きるようにやっていくと、自分

で広げていけるようになるのではないかと

思いますし、就労移行の役割の一つでもあ

ると思います。 

〇橋本部会長 選択肢が少ないと合ってい

るかわからずに、無理して行って、逆にス

トレスになってしまう場合もあります。選

択肢について、既存のものも洗い出すだけ

でも価値がありそうだなと思います。 

時間としてはあと２０分位ありますので

他いかがでしょうか。 

〇岡本委員 制度上は、遊びに関してのも

のは、考えてみたら、そういうようなもの

はあるようでない。利用者によっては、各

施設の祭、秋の時期は、イベントがいっぱ

いあって、渡り歩いて楽しんでいる人も多

くいますが。 

〇橋本部会長 気づかないところで、生き

甲斐や、やりがいを感じている方もいます

よね。足立区の花火の警備のボランティア

を、人生の大イベントにして、仕事以上に

楽しみにされている方とか、ピンポイント

だなあと思います。ワークでは情報を一元

化していく方向性でやっていくとよいと思

います。学生さんの方ではどうでしょう

か。 

〇朝倉委員 学校の役割が大きいと思うの

は、こういういろんな資料作っていって、

情報提供していっても、卒業後生徒がそれ
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を使おうという気にならないと繋がりませ

ん。我々の学校の教育にも余暇の取り組み

は、とっても少ないなあと思います。やり

たいことが何かないか、と紹介しても、知

らない世界に入っていくのは、ハードルが

高いです。卒業していきなりにではなく

て、学生の時代からきちっと、教えていく

だけでなく、そういう世界に実際に連れて

行ってみないとだめです。我々は、企業実

習は積極的に取り組むのだけど、「こわく

ないよ、企業はこうだよ」と実際に行って

みて、「自分は、こういう風に仕事できる

んだな」と、社会に出ていくのだけれど。

こういう遊びについても、ハードルは高

く、企業実習のように実際に体験してみ

て、「思っているよりもハードルは高くな

いんだよ」、「安心してよいんだよ」と、

体験していかないと、卒業していきなりで

は難しいです。親御さんがアンテナ立てて

いない、やって来ていない子たちへは、そ

ういうことを教えていかないと、いざ資料

出したとしても食いついてくれない。やは

り学校の役割大きいと感じます。 

〇橋本部会長 体験したことのないことへ

の漠然とした不安は大きいですよね。 

〇朝倉委員 また、アウトプットというこ

とですけれど、自分の仕事のことを、よく

しゃべりたいのですよね。なので学校でい

うと、担任がいるとよく来ます。一番、ハ

ードル低いです。でも、学校では６年で異

動になりますので、担任が異動すると、今

まで来た卒業生も足が遠のいてしまう。あ

しすとで、こういうことやっていると紹介

しても、何人行くか。学校からの参加に関

しても、参加しやすいような形にもってい

かないと。そしてここを起点にして学生と

違う人間とのコミュニティーにつながって

いく、起点は学校になるのではと思いま

す。 

〇杉岡委員 職業科のとき、担当科目は理

科ですので、博物館、科学館、夏休みの宿

題で、行ってしおり持って帰るようにとい

うように出しました。実際に福祉の手帳に

よる割引を受けた経験をしてもらう狙いで

す。 

実体験をする、学生のうちに後ろから押

されてでも、実態に触れるのが卒業後につ

ながります。あしすとの活動に関しても、

学生のうちに、登録して面談して、話して

終わるのでなく、事前にもっと行けてい

る、日常的なきっかけが必要と思っていま

す。 

〇事務局 あしすとの事業に触れていただ

きましたので、就労者の集まりのいちばん

のきっかけはやはり口コミと感じていま

す。卒業生さんが直接に後輩を誘ってくだ

さるのが一番しっかりつながります。日常

的な形でのきっかけ作りですけれども、北

区の就労支援センターは特別支援学校のす

ぐそばという立地にあって、たまりば、就

労者の集まりに、学校の先生も参加されて

いて、卒業生さんが来やすいという状況を

聞いています。こういった話を伺って、放

課後デイの後の余暇の開拓等の課題ですと

か、切れ目に対した対応とか、他の部会含

めた検討も必要と感じました。 

〇橋本部会長 家族の視点からいかがです

か。 

〇金泉委員 イメージすることができな

い、実際に見てみないと、性格にもよるで

しょうが、実際に体験してみないとわから

ないという課題はあります。 

〇山口委員 入り口の取り掛かりをだれが

作るのかが一番むずかしいと感じていま

す。グループホームであれば、一定程度情

報提供できますが。入居する前のバックグ
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ラウンドを聞いてみると母子のみで二人で

過ごして来ただとか、社会との接点がな

い、母親と子供のみ、という方もいます。

障がい福祉サービスを使っていれば、計画

相談など、いろんなものが入っているけ

ど、サービスに入る前から、どなたかがキ

ーパーソンになっていることが重要だと思

います。孤立というか、こもっているのは

親御さんの場合もあります。緊急で虐待の

案件などもセンターに連絡入ってきます。

そういう場合も、地域の方は、そのご家族

がいることを知らない。地域の案件、誰か

と社会とのつながり、取り掛かりを、父母

ができない、いない場合は、地域の誰かが

やっていくことを整備していく必要がある

と感じます。支援が後手にまわっている気

がしますし、進路、かかわり方を構築して

いく必要があると思います。 

〇江連委員 ケースワーカーを７年近くや

って来ました。ケースワーカーは事務職が

多いです。福祉職も多少いますが。ハチマ

ルゴ－マルのケースについて、お子さんが

知的障がい、ほぼどこにもつながっていな

い、という状況の世帯もあります。障がい

や社会資源について、ケースワーカーの知

識が不十分な場合もありますので、しっか

り知識つけていくことが大切と感じていま

す。何割が生活保護かはわかりませんが、

ケースワーカーがグループホームだとか、

何かの活動に参加するのかとか、家をどう

するのかとか、ケースワーカーが繋ぐ糸口

になっていければと思います。 

〇橋本部会長 企業の相談も、加齢に伴う

生活支援について、福祉サービスを全く利

用していなかった方についての相談もあり

ます。前回のはたらく部会では、企業、就

労そのもののテーマで、次回につないでい

くにあたっては、今回は、余暇活動につい

て、いろんな意見がありましたし、余暇に

つなげていくことが難しい状況も共有され

ました。一つ出たところとしては、全体

像、情報提供しやすいツールの必要性が明

らかになりました。前回は企業の理解、企

業の好事例の話。今回は余暇活動の話。次

回はこれまでのテーマについてもう少し整

理したものを踏まえ、議論を中心にやって

いきたいと思います。今回はこれで終了し

ます。 


